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要ࢫ　知的ো֐特別支援学校の小学部では，姿勢やバランスに課題のある児童が多く在੶している。作業
療法士と教ࢣはおޓいに協働し，これまで実施されていたサーキット運動の֤運動項目を分析した。教ࢣ
はその分析をもとに体育でのサーキット運動を改ྑした。これにより，児童の姿勢やバランスが向上し，
日常生活動作に࣭的な変化がみられたため報告する。

Ωʔϫʔυ　知的ো֐特別支援学校　姿勢　バランス　日常生活動作　サーキット運動

ᶗ　͸͡Ίʹ
　知的ো֐特別支援学校では，姿勢やバランスに課題
のある児童・生ెが多く在੶している。山本ら１）は，
知的ো֐特別支援学校の児童・生ెのԣ姿勢をଌ定・
分析した݁果，１ׂ程౓が理૝にۙい姿勢のパター
ン，５ׂۙくがೣഎ，３ׂ程౓がフラットバック，そ
れ以外の１ׂ程౓が，൓りࠊもしくはೣഎʴ൓りࠊの
パターンをࣔしていたとड़΂ている。また，西田ら２）

はॏ৺動༳ܭによりཱҐでの開؟，ด؟における動༳

をଌ定した݁果，小学部ではඪ४よりも著໌に動༳が
大きい児が多く，開؟時がด؟時よりも動༳が大きく
なるという特ҟな児を多く認めたとड़΂ている。
　姿勢やバランスの課題は，協ௐ運動のϕースになる
ものであり，日常生活動作やスϙーπٕೳの上ୡにも
影響しているとߟえられる。香川大学教育学部附属特
別支援学校での児童の実ଶの例を͛ڍると，姿勢にお
いては，ேの会や授業でઌ生の話をฉく間，よい姿勢
を保つことができない。発表や授業の時に，フラフラ
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してしまう。バランスにおいては，ཱͬたままζボン
やۺの୤͗ணができないといͬたことにつながͬてい
るとߟえられる。
　ۙ年，文部科学লの教員ཆ成の検討会で，特別支援
学校において，教ࢣが全てに対Ԡするのはݶքがある
ため，理学療法士，作業療法士，言語ௌ֮士等の外部
ઐ門Ոと連ܞをਂめていくことのॏ要ੑが指ఠされて
いる。実際，特別支援教育における作業療法のίンサ
ルテーγϣンの報告は૿えてきているが，特別支援学
校における作業療法士による指導はまͩগない３）４）５）。
　発ୡো֐や知的ো֐のある児童たͪの姿勢・動きに
対する指導に関して作業療法士のઐ門的なॿ言をಘ
て，より効果的な活動・運動の指導を実践すること
は，児童たͪの健߁や運動ೳྗの向上ͩけでなく，指
導する教ࢣのઐ門スキルの向上につながるといͬたଆ
面もあるとࢥΘれる。
とで協働し，これまで実施ࢣճ，作業療法士と教ࠓ　
されていたサーキット運動の֤運動項目を分析検討
し，教ࢣがその分析をもとに体育でのサーキット運動
を改ྑした。これにより児童の姿勢やバランスが向上
し，日常生活動作に࣭的な変化がみられたため報告す
る。

ᶘ　ର৅ɾํ๏
̍ɽର৅：香川大学教育学部附属特別支援学校に在学

中の小学部の児童17名のうͪ，保ޢ者のಉҙがಘ
られた17名を対৅とした。ੑ別はஉ児16名，ঁ児
１名であͬた。

̎ɽ研究ؒظ：令和４年４月１日ʙ令和５年３月31
日。令和３年４月１日ʙ令和６年３月31日の３年
。ըの２年次に૬౰するܭ

̏ɽํ๏ɿ
研究४උのための教ࢣへのٛߨの実施
　作業療法士は教ࢣを対৅にして，਎体ػೳに関する
知ࣝの習ಘのために，֮ײ౷合理論６）７）にもとづく姿
勢・バランスに関するٛߨを行ͬた。前ఉ֮ײやݻ༗
は姿勢・バランスに関༩していることについてઆ֮ײ
໌した。作業療法士は前ఉ֮ײが運動のスϐード，ճ
స速౓をײ知していることや，಄の܏き，ۓےுのௐ
੔，ボσィイϝーδに関༩していることをઆ໌した。
またݻ༗֮ײがے೑のऩॖの程౓，関અの۶৳の程౓
をײ知していることや，ボσィイϝーδ，ྗՃݮに関
༩していることなど，それͧれのػ֮ײೳの໾ׂにつ
いてઆ໌を行ͬた。その他にも姿勢・バランスのアセ
スϝントの方法，およびそれらを向上さͤるための運
動について紹介した。

֤児童の目ඪ設定：
　教ࢣは֤児童の姿勢やバランスに関する日常生活上
の目ඪについて設定した（表１）。目ඪの例として，

「ཱͬたままۺをཤくことができる」，「発表や授業の
ときに，フラフラͤずに଍型にཱつことができる（20
ඵ間）」などがある。

日本൛֮ײプロファイル୹ॖ൛による児童の֮ײॲ理
：向の分析܏
　௿൓Ԡ・֮ײ୳ٻ，௿活動・ऑさに分ྨされる児童
の܏向について事前にௐ΂るために，日本൛֮ײプロ
ファイル୹ॖ൛（Short Sensory Propleʀ以下，SSP）
を用いた。これは子どものܹ֮ࢗײに対する൓Ԡをධ
Ձするものである。対৅児の֮ײ特ੑをݟるために，
SSPのセクγϣンごとに「平ۉ的」，「高い」，「ඇ常に
高い」の３つの領域に分ྨされる。௿൓Ԡ・֮ײ୳ٻ
の領域では，「平ۉ的」５名，「高い」２名，「ඇ常に

ද̍　໨ඪͷྫ
項目 目ඪの例

姿勢

Ҝ子にͬ࠲て前を向いたまま話をฉくことができる（２分間）
എもたれによりかからずに࠲ることができる（２分間）
ேの会や授業で，正しい姿勢で（྆଍をด͡て）࠲ることができる（２分間）
ேの会や授業でઌ生の話をฉく間，よい姿勢を保つことができる（２分間）
発表や授業のときに，フラフラͤずに଍型にཱつことができる（20ඵ間）
δϣΪング前の集合や発表のときに，フラフラͤずに଍型にཱつことができる（１分間）

バランス
ཱͬたままۺをཤくことができる
ཱͬたままζボンの୤͗ணができる
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高い」10名であͬた。「高い」「ඇ常に高い」領域に分
ྨされる児童は，֮ײ୳ٻの܏向が高い児童であり，
サーキット運動ではे分な運動ྔを提ڙすることにし
た。
　௿活動・ऑさの領域では，「平ۉ的」３名，「高い」
９名，「ඇ常に高い」５名であͬた。「高い」「ඇ常に
高い」領域に分ྨされる児童は，ർれやすい܏向があ
るため，ർれさͤない程౓の運動ྔを提ڙすることに
した。

注ऍʀSSPは 日 本 ൛ ײ ֮ プ ロ フ ァ イ ル（Sensory 
Prople）の୹ॖ൛である。これは৮֮過හੑ，ຯ֮・
ᄿ֮過හੑ，動きへの過හੑ，௿൓Ԡ・֮ײ୳ٻ，ௌ
֮フィルタリング，௿活動・ऑさ，視֮・ௌ֮過හੑ
の７つのセクγϣン，38項目から構成されている。ओ
に保ޢ者が対৅児の特ੑについて５段֊ධՁでճ౴す
る࣭問ࢴである。

サーキット運動の分析：
　教ࢣがタブϨット୺຤を活用して，サーキット運動
中のݸʑの児童の਎体の姿勢・動きが分かるようにࡱ

影した。その後，作業療法士と教ࢣが連ܞし，分析検
討した。සճの๚問はࠔ೉であるためࡱ影した動ըを
て話し合いを行ͬͬ࢖༗し，テϨビ会議γステムをڞ
た。特に気になる児童についてはৄしい৘報を教ࢣが
֬認した。
　作業療法士はSSPによͬてݸʑの児童の特ੑを֬認
し，֤運動項目にඞ要な਎体・ਫ਼ਆػೳ，基ૅとなる
ೳについて分析した。たとえ͹，バー྆଍δϟػ֮ײ
ンプでは，姿勢・バランスの基ૅとなる֮ײとして前
ఉ－ݻ༗֮ײが用いられ，δϟンプには大఼ے，大଼
࢛಄ےの྆下ࢶのྗےが用いられる。֊段の上から
δϟンプしてண地では，ۭ中での姿勢を੔えるのに前
ఉ－ݻ༗֮ײが用いられ，ࣗ分がどの程౓δϟンプで
きるか，ࣗ分のೳྗについての知ࣝをಘるためのボ
σィイϝーδがඞ要であるというように分析した。そ
の上で֤運動項目のバリΤーγϣンを提案した

（表２）。教ࢣは，それらの分析をもとに体育でのサー
キット運動を改ྑし，児童を指導した（表３）。

効果൑定のためのධՁ指ඪ：
１）目ඪ౸ୡ౓のධՁ

ද̎　ྍۀ࡞๏࢜ʹΑΔαʔΩοτӡಈͷ಺༰
サーキット運動の項目 ඞ要な਎体・ਫ਼ਆػೳ 基ૅとなるػ֮ײೳ バリΤーγϣン

バーを྆଍δϟンプ ۭ中でのバランス，྆଍のタイϛング，྆下ࢶのྗے
（ॏྗにٯらう܈ے：大఼ے・大଼࢛಄ے） 前ఉ・ݻ༗֮ײ ・྆଍をδϟンプした後，バーをく͙る

マット上のԣసがり 体װのճટ（ෲے・എےの協ௐੑ），ボσィイϝーδ（体
（取れる͡ײの大きさをװ

前ఉ・ݻ༗֮ײ
৮֮

・ １つのίースはマットのਅΜ中にお山を作ͬ
ておく

˰上ͬてから߱りる

バーく͙り ྆下ࢶのྗے（ॏྗにٯらう܈ے：大఼ے・大଼࢛಄
（取れる͡ײ਎体の大きさを）ボσィイϝーδ，（ے

֮ײ༗ݻ
৮֮

・バーの௿さを௿くし，ෲ͹いでく͙れるよ
うにする

ίーンのスラローム 下ࢶの運動の੾りସえ，ボσィイϝーδ（਎体の大き
さを͡ײ取れる）

֮ײ༗ݻ
৮֮

・スラロームの間ִをڱくするՕ所を設ける
˰਎体の向きを変えなけれ͹ならない設定に

する

֊段の上からδϟンプして
ண地

྆下ࢶのྗے（ॏྗにٯらう܈ے：大఼ے・大଼࢛಄
ボσィイϝーδ（ࣗ分がどの程౓δϟンプできる，（ے
か，ࣗ分のೳྗについての知ࣝ）

前ఉ・ݻ༗֮ײ

・ઌ生が֊段のところにいて，དྷた子どもに
対してԿ৭を目ඪにδϟンプするかをਘͶ
る。

˰子どもに合Θͤて，目ඪを࣋たͤ，子ども
のೳྗをҾき出すような੠ֻけを行う

・֊段ˠ௓びശに変ߋする
˰よ͡ొる動作が入るので，下ࢶの߅ॏྗے

を࢖う

平ۉ୆ 動的ཱҐバランス 前ఉ・ݻ༗֮ײ

・平ۉ୆上におखۄやペットボトルをஔき，
それを͗ލながらਐむ

・平ۉ୆のย方の下に୆をෑき，ࣼ܏をつけ
る

˰௿い୆でよいとࢥいます
平ۉ୆をキϟットウΥーク（࢛つഝい）で
ਐむ

ブロック౉り
動的ཱҐバランス，ڑ཭ײ（視ۭ間認知），ボσィイ
ϝーδ（どの程౓ࣗ分の٭を৳͹ͤ͹，次のブロック
に౉れるのか，ࣗ分のೳྗについての知ࣝ）

前ఉ・ݻ༗֮ײ のボールثめマットをෑいた上に容ࢭり׈・
をͻͬくり返して設ஔする

࿤木ొり ྆ख଍のྗے（上࿹ೋ಄ے，大఼ے・大଼࢛಄ے），協
ௐੑ（ަੑޓの動き） 前ఉ・ݻ༗֮ײ

・ԣҠ動を入れる（上ͬてからԣҠ動し，ྡ
の鈴にタッチしてから߱りる）

・目ඪ෺をもうগし高く設定する
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　֤児童の姿勢・バランスにアプローチすることで，
生活上の目ඪがどのように変Θるのかをݟるために目
ඪ౸ୡ౓のධՁを行ͬた。このධՁは教ࢣのओ観によ
り５段֊でධՁした。段֊１ʀॳظ時のঢ়ଶ，段֊
２ʀΘずかに改ળした，段֊３ʀগし改ળした，段֊
４ʀまあまあ改ળした，段֊５ʀかなり改ળしたとい
うように段֊づけた。

２）運動発ୡチΣックリスト
　֤児童の姿勢・バランスの変化をみるために松原に
よる運動発ୡチΣックリスト（以下MDC）を用いた。
学校現場などにおいて，対৅児の運動面のࠔ೉さの༗
ແを൑அするために作成されたチΣックリストであ
り，ඪ४化はされていないが実践に適Ԡしやすいもの
である。MDCはओに教ࢣが採点し，ಘ点化すること
ができる。そのಘ点が高い場合には運動面のࠔ೉さが
みられると൑அされる。ධՁ項目は基本的運動スキル

（姿勢・Ҡ動・ૢ作），協ௐ運動，認知面，֮ײ面で構
成されている。協ௐ運動の領域に，バランスの項目が
含まれている。ࠓճ，ධՁ指ඪとしてMDCの中の姿
勢とバランスの項目のಘ点を用いた。姿勢の項目は，
ยཱͪ٭，平ۉ୆のҠ動，上体のճટ時の;らつきを

みている。バランスの項目は，ཱͪしΌがみ時のバラ
ンスなどをみている。

指導内容：
１）体育
　サーキット運動：令和４年７月ʙ令和５年３月まで
にि２ճ，１ճにつき15分で実施した。姿勢・バラン
スを高めるために，前ఉ－ݻ༗֮ײ৘報がಘられやす
い運動をબ୒した。଍ఈからの৮֮৘報がಘられ，体
ॏҠ動が͡ײ取れるようにད଍で行ͬた。作業療法士
の提案を受け，10月よりサーキット運動を改ྑした。
姿勢・バランスを高めるために，１つのサーキット運
動に୔山の項目を੝りࠐむと，֤児童のॏ点項目がߜ
りにくくなるため，サーキット運動をAとBに分けた。
サーキット運動Aは10月ʙ12月に，Bは１月ʙ３月に
実施した。ࠓճの研究の対৅ظ間は，令和４年７月ʙ
12月までであり，合40ܭճ実施した。内容として，
サーキット運動A（ਤ１）ではバーく͙り・δϟンプ
ˠフープく͙りˠ֊段からのδϟンプを実施した。
サーキット運動B（ਤ２）では平ۉ୆ˠ島Θたりˠ࿤
木ొりˠマットԣసがりを実施した。֤児童により目
ඪがҟなるため，教ࢣはそれにݟ合ͬたサーキット運

ද̏　教ࢣʹΑΔαʔΩοτӡಈ"ͷ಺༰
種
目

必要な
身体・精神機能

基礎となる
感覚機能

バ
ー
く
ぐ
り
・
ジ
ャ
ン
プ

・྆下ࢶのྗے
・ボσィイϝーδ

またがずδϟンプした場合
ʴ྆଍のタイϛング
ʴۭ中でのバランス

後൒の԰ࠜ付きバーく͙り
ʴ中間ҐでのҠ動

・前ఉ֮ײ
֮ײ༗ݻ・
・৮֮（バーに৮れる）

フ
ー
プ
く
ぐ
り

・ボσィイϝーδ
・全਎の左ӈの運動の੾りସえ

・体װのྗے

֮ײ༗ݻ・
・৮֮（フープに৮れる）

階
段
か
ら
の
ジ
ャ
ン
プ

・྆下ࢶのྗے
（まるྗࢭ）
・ボσィイϝーδ

（ࣗ分がどの程౓δϟンプできるか，
ࣗ分のೳྗについての知ࣝ）

・前ఉ֮ײ
֮ײ༗ݻ・
・৮֮（଍ཪ）
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の児童には，タイヤҾき・タイヤԡしを行ͬた。

̐ɽ౷ܭతݕ౼ɿ
　目ඪ౸ୡ౓のධՁについては，Wilcoxonのූ号付
き順Ґ検定にてॳظ（７月）と中間（10月），および
ॳظ（７月）と最ऴ（１月）とをൺֱ検討した。
　運動発ୡチΣックリストについては，令和３年11月
と令和４年12月のσータをൺֱ検討した。

̑ɽྙཧత഑ྀɿ
　本研究は，香川大学教育学部ྙ理ҕ員会のঝ認をಘ
て実施した（ঝ認番号：10－１）。保ޢ者よりイン
フΥームドίンセントにて書面にてಉҙをಘて施行し
た。

ᶙ　݁Ռ
ධՁ指ඪのൺֱ
　目ඪ౸ୡ౓において，姿勢・バランスのಘ点のॳظ
と中間の中ԝ஋をൺֱした。ॳ1.0ظ，中間2.0であり，
༗ҙࠩ（pʻ.01）がみられた。ॳظと最ऴの中ԝ஋を
ൺֱしたところ，ॳ1.0ظ，最ऴ2.0であり，༗ҙࠩ（p
ʻ.01）がみられた（表４）。
　姿勢においては，ॳظ時にはேの会や授業でઌ生の
話をฉく間，よい姿勢を保つことができなかͬたが，
最ऴ時には੠ֻけなどで，姿勢を直すことができるよ
うになͬた。また，バランスにおいては，ॳظ時には
ཱͬたままۺをཤくことができなかͬたが，最ऴ時に
はนにखをついてཱͬたままۺをཤき，しΌがΜでか
かとを直すことができるようになͬた。このようにঢ়
ଶの変化がみられ，児童によͬては目ඪ౸ୡ౓が向上
した。しかし，ॳظとൺ΂て変化しなかͬた児童もみ
られた。
　MDCの姿勢の項目のॳظと最ऴの中ԝ஋をൺֱし
た。ॳ4.5ظ，最ऴ3.0であり，༗ҙࠩはみられなかͬ
た。バランスの項目のॳظと最ऴの中ԝ஋をൺֱした
ところ，ॳ1.0ظ，最ऴ1.0であり，༗ҙࠩはみられな
かͬた（表５）。

改ળがみられた事例紹介
１年生のஉ児。バランスを保つことが೉しく，ཱͬ

たままζボンがཤけなかͬたり，床面にͬ࠲てۺをཤ
いていたりしていた。教ࢣは本児の目ඪを「ཱͬたま
まۺをཤくことができる」と設定した。サーキット運

ਤ̍　αʔΩοτӡಈ"

ਤ̎　αʔΩοτӡಈ#

動のॏ点छ目を決め，教ࢣ間でڞ༗し実施した。

２）チϟϨンδタイムの活用：ݸ人課題として，チϟ
Ϩンδタイムの時間を設けている。これはいくつかの
課題で構成されており，ࠓճ，姿勢・バランスに関す
る課題を取り入れた。１ि間につき４ճで，֤児童に
より実施時間はҟなり，５ʙ15分程౓実施した。

「ཱͬたままۺをཤくことができる」といͬた目ඪの
児童には，ボール入れ，平ۉ୆の活動を行ͬた。

「δϣΪング前の集合や発表のときに，フラフラͤず
に଍型にཱつことができる（１分間）」といͬた目ඪ
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動では平ۉ୆・島౉りをॏ点छ目とし，チϟϨンδタ
イムではボール入れ・平ۉ୆の課題に取り組Μͩ。そ
の݁果，10月には本児はۺをཤく際に教ࢣが੠ֻけを
行うと，఼部を床面につけずにしΌがみҐでखをつき
ながらۺをཤくことができるようになͬた。１月には
นにखをついてཱͬたままۺをཤき，しΌがΜでかか
とを直すことができるようになͬた。ཱҐバランスの
向上がみられ，ۺをཤくことが容қになͬた。目ඪ౸
ୡ౓は１から４に向上した。

ᶚ　࡯ߟ
ճ，MDCの姿勢とバランスの項目に変化がみらࠓ　
れなかͬた。MDCは֤項目を１段֊上͛るには，か
なりの改ળがٻめられる段֊設定になͬており，サー
キット運動のみでは児童のೳྗを向上さͤるまでには
えられる。しかし，目ඪ౸ୡ౓のධߟらなかͬたとࢸ
Ձでは，༗ҙࠩが認められ，教ࢣのཱてた目ඪにある
程౓౸ୡすることができたとߟえられる。これは，目
ඪ౸ୡ౓のධՁはスϞールステップでཱてられてお
り，গしの変化でも１段֊上がͬたとݟなしやすい段
֊設定になͬていたためであるとߟえられる。
　文部科学ল８）の特別支援学校小学部・中学部学習指
導要領のཱࣗ活動には，ݸ別の指導ܭըの作成に౰
たͬて഑ྀするものとして，（１）ݸʑの児童ຢは生
ెについて，ো֐のঢ়ଶ，発ୡや経験の程౓，ڵຯ・
関৺，生活や学習ڥ؀などの実ଶを的֬に೺Ѳするこ

と。（２）実ଶ೺Ѳに基づき，長ظ的及び୹ظ的な観
点から指導の目ඪを設定し，それらをୡ成するために
ඞ要な指導内容を段֊的に取り上͛ることと໌記され
ている。ࠓճ，SSPにより௿൓Ԡ・֮ײ୳ٻ，௿活
動・ऑさに分ྨされる児童の܏向について事前にௐ΂
た上で，サーキット運動を実施した。これは，児童の
ো֐のঢ়ଶや実ଶ೺Ѳに基づいていることに౰たると
はサーࢣえられる。また，サーキット運動では，教ߟ
キット運動のॏ点छ目を決め実施した。これはॏ点छ
目を決め教ࢣ間でڞ༗することで，教ࢣの注目点が定
まりやすくなり，指導内容を段֊的に上͛やすくなͬ
たのではないかとߟえられる。
　また，鈴木ら９）は，体育学習に関するௐ査におい
て，児童の実ଶに合Θͤた運動内容をߟえることが課
題であるとしている。作業療法士が行ͬたサーキット
運動の分析によͬて，教ࢣは姿勢・バランスにはどの
ようなܹ֮ࢗײの提ڙがඞ要であるのかについて理解
する一ॿになͬたのではないかとߟえられる。また，
֤児童の目ඪとする日常生活動作を向上するために，
どのサーキット運動にॏ点をおけ͹よいのかについて
えるώントになり，児童の実ଶに合Θͤてサーキッߟ
ト運動を実施することにつながͬたのではないかとߟ
えられる（ਤ３）。このようなことは事例紹介にある
ように一部の児童には目ඪ౸ୡ౓の改ળがみられたこ
とからも໌らかである。
　ۙ年発ୡো֐児に対する特別支援教育が注目され，

ද̐　࢟੎ɾόϥϯεͷ໨ඪ౸ୡ౓ͷಘ఺ͷൺֱ

平ۉ஋・中ԝ஋ R4.7
（ॳظ）

R4.10
（中間） p஋

平ۉ஋ 1.0 1.9
0.002964

中ԝ஋ 1.0 2.0

平ۉ஋・中ԝ஋ R4.7
（ॳظ）

R5.1
（最ऴ） p஋

平ۉ஋ 1.0 2.4
0.0008427

中ԝ஋ 1.0 2.0

ද̑　ӡಈ発ୡνΣοΫϦετͷಘ఺ͷൺֱ

検査項目 平ۉ஋・中ԝ஋ R3.11
（ॳظ）

R4.12
（最ऴ） p஋

姿勢の項目
平ۉ஋ 3.9 3.6

0.9676
中ԝ஋ 4.0 3.0

バランスの項目
平ۉ஋ 1.3 1.1

0.4023
中ԝ஋ 1.0 1.0
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ௐ੔などの合理的഑ྀや問題行動に対する対Ԡなڥ؀
どについては৭ʑな研修が行Θれてきている。しか
し，姿勢や運動ػೳの改ળについてはݸʑの児童の਎
体的特ੑにԠ͡た指導がඞ要であり，実際どの運動が
どの঱ঢ়に効果的であるのかについてはҩ学的な視点
や運動の分析がඞ要であるとࢥΘれる。ࠓճ作業療法
士のॿ言により教ࢣはҩ学的な視点や運動の分析につ
いてྀߟしながら授業実践ができたことが効果を上͛
ることにつながͬたとߟえられる。
　小学部の時ظにおける基ૅ的な姿勢やバランスの改
ળは中学部，高等部での運動ٕೳの向上，さらには大
人になͬてからの健૿߁ਐのためにもॏ要であるとࢥΘ
れる。ࠓ後もܧଓして児童の成長発ୡをݟながら，教
。と作業療法士が協働して支援指導を行ͬていきたいࢣ

研究ͷݶք
　効果൑定のためのධՁ指ඪとして目ඪ౸ୡ౓のධՁ
を用いた。これは，ࠓճの研究のために作業療法士が
目ඪの౸ୡ౓を؆ศにみるために作成した順ংई౓で
ある。目ඪ౸ୡ౓を数஋化するための指ඪとして，
ゴールୡ成スケーリング（Goal Attainment Scaling�
以下，GAS）10）がある。GASはظ଴した目ඪにୡして
いるかどうかについて数஋化してධՁするものであ
り，目ඪを段֊づけるものである。ࠓ後は，このよう
な指ඪを用いて，٬観的にධՁするとよいのではない
かとߟえる。
　また，姿勢をධՁするために運動発ୡチΣックリス
トを用いたが，姿勢の項目はバランスの要ૉを含む内
容になͬており，適੾な࠲ҐやཱҐ姿勢をධՁする指
ඪを検討するඞ要がある。
ճ，児童のҙཉや他児童との協ௐੑについての視ࠓ　
点がগなかͬたことはࠓ後の課題である。ਗ਼野11）はث
ց・ث۩の༷ʑな場作りの޻෉によͬて，児童がҙཉ
的に取り組み，ॿけ合ͬたり協ྗしたりなどのҙຯを
しながらྀߟ後，そのような視点もࠓ。出しているݟ

サーキット運動を行い，姿勢・バランスの向上につな
͛ていくඞ要があるͩろう。

·ͱΊ
　作業療法士と教ࢣとで協働し，これまで実施されて
いたサーキット運動の֤運動項目を分析検討し，教ࢣ
がその分析をߟࢀにしながら体育でのサーキット運動
を改ྑした。その݁果，児童の姿勢やバランスは౷ܭ
的に༗ҙࠩを認めなかͬたが，目ඪとした日常生活動
作に࣭的な変化がみられた。

ँࣙ
ճの研究にご協ྗいたͩきました附属特別支援学ࠓ　
校の児童たͪ，保ޢ者，教ࢣの方ʑにँײいたしま
す。ঘ，本研究は「令和４年౓学部教ࢣと附属学校Ԃ
教ࢣによるڞಉ研究プロδΣクト」よりަ付ۚのิॿ
をಘて行いました。
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